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第３章 奈良県における循環器病の現状 

 

心疾患と脳血管疾患を合わせた死亡率はがんに次ぐ死亡原因となっており、が

ん、心疾患、脳血管疾患の三大生活習慣病による死亡者が全体の51.9％と約半数

を占めています。 

 

図４ 奈良県の死因別死亡割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省「令和２（2020）年人口動態統計」 
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